
　2011年3月11日に発生した東日本大震災は、東北地方

に限らず広範囲にわたり犠牲・被害を伴うこととなりまし

た。また近年の大雨による土砂災害、火山噴火、大雪による

通信設備の断絶による地域の孤立など多種にわたる自然

災害が発生しております。

　被災された方々にはお見舞い申し上げます。

　さて弊社は、昭和27年仙台市に電気工事業を起業とし、

その後配電盤設計製作、機械設備設計製作、監視装置開発

製作と歩んでまいりました。

　主に環境プラント設備例えば上水道・下水道設備やごみ

処理施設などの分野に於いて、宮城県はもとより東北地方

の各自治体に納入させていただきました。その中で培った

技術を生かし「人にやさしいテクノロジー」を基本に通信・

監視制御等の自社製品の開発及び販売を行っております。

　東日本大震災時には、県内各自治体の緊急対応の要請に

応えるため、いち早く社内体制を整え、情報収集、現場対応

者の移動手段の確保などを全社員にて公共施設等の復旧

に努めてまいりました。本社、社屋も地震よる被害があり

ましたが、改修終了は、約1年後となりました。

　緊急対応等の要請も一段落したころに、自然に対する脅

威を改めて感じ、弊社の今までの技術を生かし、防災・減災

に役に立てる製品が作れないのかという問いにプロジェ

クトチームを立ち上げ社員にアンケートを行い製品開発

のスタートを切りました。

　震災時、困ったことの回答の中から、今までの技術を生

かせそうな三点に注目しました。

　一つ目に停電によりテレビ・ラジオ等による情報の収集

が困難であったということです。　

　二つ目は、避難場所がどこなのかわからなかったことです。

　そして三つ目は、移動するにも停電により道路は暗く危

険であるとの意見がありました。

　ここで先に開発した自社製品のLEDソーラー街路灯を

ベースに開発を進めることは出来ないかと考えました。

　街路灯は、太陽光パネル、LEDランプ、バッテリーから構

成になっており、情報収集の機能を搭載することにより解

決できるとの判断により進めてゆく事となりました。

　通常は、街路灯として使用します。災害発生時においては、

緊急災害放送を受信するためにFMラジオ機能を装備しス

ピーカーにより周囲にお知らせすると同時に災害誘導警告

灯を配置し、日本語、・英語で「緊急放送発令」の表示をさせ

ます。商品名を「マルチサインSUNサンてらす」（写真）とし

ました。開発にあたり、搭載機器を多くなりすぎた為に太陽

光パネルが大きくなり、同様に外観も大きくなり設置の検

討が必要となりました。

　現在2号機の製品開発に着手しており機器の自社開発によ

り小型化、また消費電力の省力化をはかることが可能となり

ました。まだまだ、開発段階ではありますが今年3月に行われ

る「防災IN仙台」の展示会に出展したいと考えております。

　今回の開発にあたり社内アンケート等により復興の作業

に従事した従業員また家庭、地域にて実際に感じたことを

そのまま製品開発に結びつけることができたと考えており

ます。

　冒頭にもありますが、最近の災害は、地震、噴火、大雨、河

川氾濫など季節関係なく発生しております。震災発生時、初

めての場所に於いても、情報収集が行えることにより迅速

な避難にお役に立ちできることが可能と考えております。

今後、人の集まる場所、各公共施設、地滑り等危険注意場所、

登山道、頂上、港湾、指定避難所等に設置され減災・防災にお

役にたてればと思います。

　地元仙台市において上下水道をはじめとするライフライ

ン事業に携わっている企業として、震災を教訓に今後も弊

社技術を集約し、減災・防災機器開発また生活環境維持向上

に努めて行く事が使命と考え社会に貢献できるよう努力し

ていきたいと考えております。

地域の防火・防災だより

震災での私達が出来る事
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　東日本大震災からまもなく４年が経ちます。当時、当

館では源泉の温度が下がったり（震災前は約５５℃が約

３５℃に）、温泉の湯量が減ったりと温泉旅館にとって

は大きなダメージがあり、営業再開の目処も立たない状

況でした。当日の夜は、約１００名のお客様が当館まで

辿り着き避難されて来ました。電気もガスも暖房も入ら

ない中、この方々の安全を確保しながら宿泊して頂き、

懐中電灯とろうそくの明かりの中で食事を提供したこ

とは忘れられません。また、エレベーターが動かない

為、非常階段で客室まで行っていただいておりました。

　翌日から、お迎えの方が来たり、ご自身で運転して帰

路についたりと様々な方法で旅館から出発されて行き

ました。５日後には、全てのお客様が何らかの方法で家

路につかれました。

　余談ではありますが。地震の直後から広瀬川の水の色

が抹茶ミルクの様な色合いになっており、今になれば水

を取っておき分析してもらえば、面白い研究材料になっ

たのではないかと社内でも話題になりますが、その時は

思いもよらなかったことです。

　３月の下旬からは、源泉の温度はまだ戻りませんで

したが、被災した方々に女川・亘理などからお越し頂

き、重油がようやく手に入り、ボイラーで湯を沸かし、

熱いシャワーと軽食でおもてなしをして喜んでお帰り

頂きました。４月には大阪からガス工事の手伝いに来

た方々に宿泊していただいたのを始めとし、少しずつ

営業を再開しました。６月には、やっと源泉の温度や湯

量も震災前の数値に近づき、現在こうして何事もな

かったかのようにお客様を受け入れていられるのが不

思議に思います。

　最近では、ゲリラ豪雨やそれに伴う土砂崩れや洪水・

台風の大型化・火山の噴火・竜巻・暴風など様々な想定

外の自然災害が起き、地震や火事とは別の対策が必要に

感じられます。そこで思うのは、「予防（予測）」です。「備

えあれば憂いなし」との諺も昔からありますが、事前に

対応を考え、訓練して、咄嗟の場合も直ぐに対処出来る

ようにしておくことが、いかに大事なことかと痛感しま

す。特に当館は、広瀬川の川沿いに１７９６年（寛政８

年）に開湯した岩風呂があり、ゲリラ豪雨が山形県と宮

城県の県境に降った場合は、広瀬川の水量が急激に増し

て、一気に岩風呂に冠水するか分からない状況になるこ

ともあります。雨の状況により天気予報を確認しなが

ら、スタッフの配置やお客様への情報提供を行い、事故

が無いように気を配っております。

　最後になりますが、これからも基本となる防災・避難

訓練を消防署の指導を受け、重要性をスタッフ全員が理

解し、お客様が安全に宿泊できる旅館となるように努力

していきたいと思います。
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